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　クスベニヒラタカスミカメ Mansoniella cinnamomi 

(Zheng and Liu, 1992)（図 1） は，2015 年 に 日 本 国
内で初めて見つかった外来のカメムシで，クスノキ
Cinnamomum camphora (L.) J. Preslに寄生することが知
られている（安永ほか，2016；長島ほか，2016）．本種
は中国の湖南省から記載されたが（Zheng and Liu, 1992），
浙江省（Bao et al., 2009），上海（Shi, 2010），貴州省（Zhou 

et al., 2015），陝西省（Ma et al., 2018）などにも分布を拡
げており，各地でクスノキの葉を加害する害虫として問
題になっている（Bao et al., 2009; Shi, 2010）．
　国内では 2015年 10月に岸和田市で初めて見つかり，
ほぼ同時に兵庫県伊丹市からも発見された．とくに伊丹
市ではごく狭い範囲で大量に発生している様子が観察さ
れた（長島ほか，2016）．発見された場所や発生の状況
から考えると，原産地である中国から関西へ侵入したと
みられている（安永ほか，2016）．その後の分布調査によっ
て，2015年の時点（10～ 12月）ですでに大阪府南部ほ
ぼ全域と兵庫県伊丹市，和歌山県，奈良県に拡がってい
ることが判明した．翌 2016年には大阪府のほぼ全域か
ら見つかり，近畿地方においても広域的に拡がっている
状況が明らかにされた（長島ほか，2016）．2017年は新
たな侵入地域の報告がなかったものの，2018年には岡
山県倉敷市（小橋，2018），愛媛県松山市（吉田，2018），
神奈川県横浜市（深沢，2018），愛知県名古屋市（澤田，
2018）において発生が確認され，本種の分布域が関東地
方から中国地方まで広範囲に及んでいることがわかった
（表 1）．
　2017年 12月の時点で淡路島南部（兵庫県南あわじ市）
まで確認されていたが，徳島県からは見つかっていな
かった（桂，2018）．ところが，2018年 8月に愛媛県松
山市から本種が見つかったと愛媛大学の吉冨博之博士か
ら情報が寄せられ，四国へ初めて侵入したことがわかっ

た．どのような経路で松山市へ侵入したのか不明である
が，淡路島経由で四国へ入ったならば徳島県にもすでに
侵入している可能性がきわめて高いと考え，急遽，県内
で分布調査を行ったところ，予想どおり本種の発生を確
認することができた．
　本稿では，徳島県から初めてクスベニヒラタカスミカ
メを記録するとともに，2018年 11月末時点での本県に
おける分布状況を報告する．
　本文に先立ち，松山市における本種の発生についてご
教示くださった愛媛大学農学部の吉冨博之博士，国内に
おける発生状況および記録情報を提供いただいた伊丹市
昆虫館の長島聖大氏，愛知県名古屋市における発生状況
についてご教示くださった澤田宗一郎氏，徳島県内にお
ける発生について情報をご提供くださった佐那河内村い
きものふれあいの里ネイチャーセンターの大原賢二セン
ター長にお礼申しあげる．

調査方法

　本種の寄主であるクスノキは市街地や住宅地，公園，
寺社に植栽されていることが多く，その分布域はあまり
にも広範かつ複雑であるため，まずは県内の分布状況を
概観することを優先し，クスノキが植栽されていると思
われる幹線道路沿いの公園や寺社，公共施設などを地
図上で確認して調査を行った．なお，本種はタブノキ
Machilus thunbergii Siebold and Zucc.にも寄生する（白木・
岩崎，2017）が，クスノキほどの選好性は見られないよ
うなので今回は調査対象としなかった．
　本種に寄生された葉には本種の吸汁による特徴的な褐
色斑紋（吸汁痕）が生じるため，目視によって吸汁痕の
確認ができた場合に限り，捕虫網による掬い採り法を用
いて成虫および幼虫を採集，確認した．
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結　果

　調査結果を表 2に示した．県内 15市町合計 29地点で
調査を行い，そのうち 13市町 23地点で発生を確認した．
確認地点を図 3に示す．成虫が確認されたのは鳴門市と
徳島市のわずか 4地点で，残りはすべて吸汁痕しか確認
されなかった．吸汁痕のみであるが，県西部では東みよ
し町加茂まで（三好市では確認されず），県南部では阿
南市那賀川町まで確認されており，すでに県内には広く
分布していることが明らかになった．なお，阿南市那賀
川町より南方面は未調査であるが，阿南市におけるクス
ノキの被害状況から推測すると，さらに南へ分布を拡げ
ていると思われる．
　調査を開始した 8月 16日には，鳴門市の 2地点（ウ
チノ海総合公園と鳴門教育大学構内，いずれも鳴門町高
島）で本種の吸汁痕が確認されたが，少数の木において

軽微な吸汁痕が見られただけであり，同日調査した他の
地点（鳴門市撫養町，松茂町向喜来，徳島市八万町）で
は未確認に終わった．8月 31日に徳島市城南町（城南
高校）にて褐色斑紋が生じているクスノキの葉と，初め
て成虫1個体が確認された．9月3日に鳴門市の2地点（ウ
チノ海総合公園と鳴門教育大学）で再び調査したところ，
被害の程度はさまざまであったが前回より多くの木で吸
汁痕が見られ（図 2A），さらにウチノ海総合公園では成
虫 1個体が確認された（図 2B）．また，8月 16日の時
点では未確認だった松茂町向喜来で吸汁痕が確認された．
ここでは捕虫網を用いて調査していないため，成虫の確
認には至っていない．同日には北島町でも吸汁痕が確認
された．10月 21日には鳴門市大麻町（図 2C）と板野
町吹田，そしてこれまで未確認であった徳島市八万町で
も初めて吸汁痕が確認された．そのうち，鳴門市大麻町
では成虫 1個体を目撃した．その後，10月 30日に上板

図 1．クスベニヒラタカスミカメの成虫（兵庫県伊丹市産）．スケールは 5.0 mm．

表 1．クスベニヒラタカスミカメの国内での確認状況（2018年 12月まで）．出版物で公表されている記録に限る．初確認年のみ示す．

確認年 　　　　　　  府 県 出 典
2015 大阪府，兵庫県，奈良県，和歌山県 奥野ほか（2016a），安永ほか（2016），長島ほか（2016）
2016 京都府，滋賀県，三重県 奥野ほか（2016a），長島ほか（2016），奥野ほか（2018）
2018 岡山県，神奈川県，愛媛県，愛知県 小橋（2018），吉田（2018），深沢（2018），澤田（2018）
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町と石井町で，11月 7日に小松島市（図 2D）と阿南市で，
11月 26日には阿波市，美馬市，つるぎ町，東みよし町
で本種に寄生されたクスノキを確認した．

［確認データ］
1♀ , 鳴門市鳴門町高島ウチノ海総合公園 , 2018年 9月
3日 , 山田量崇採集；1 ex., 徳島市城南町 , 2018年 8月
31日 , 山田量崇目撃 .

考　察

　2018年 8月から 11月にかけて散発的に行った調査で
はあったが，すでに県内には広く分布していることが明
らかになった．県内での拡がりを見ると，県西部につい
ては吉野川沿いの幹線道路あるいは徳島自動車道に沿っ
て確認され，県南部については国道 55号線沿いやその
近隣地域から見つかった．神山町や勝浦町，那賀町など
の内陸部と美波町以南の沿岸部では調査を行っていない
ため，本種が発生しているかはわからないが，阿南市那

賀川町の確認地点では被害を受けたクスノキの木の数が
多かったため，前述したように，県南部の徳島県沿岸部
でも発生している可能性は高いだろう．鳴門市鳴門町
高島の 2地点（ウチノ海総合公園と鳴門教育大学）で
は，他のどの地点よりも加害されたクスノキの木の数が
多く，1本あたりの被害状況もひどいように見受けられ
た．また鳴門市大麻町でも被害木と成虫も確認されてい
ることから推測すると，当初の予想どおり，少なくとも
徳島県内へは淡路島から侵入したと考えて間違いないだ
ろう．岡山県倉敷市や愛媛県松山市でも見つかっている
ため（小橋，2018；吉田，2018），香川県や愛媛県方面
から侵入した可能性も否定できないが，三好市池田町で
は被害を受けていないクスノキが確認されていることか
らも，愛媛県方面からの侵入は考えにくい．なお，2018

年 12月の時点で香川県における発生は報告されていな
い［投稿後に（2019年 2月），香川県高松市と坂出市に
おける発生が報告された（藤本，2019）］．
　クスノキの被害状況を定量的に調査したわけではない
が，鳴門市以外では確認地点によって被害の程度はまち

図 2．クスベニヒラタカスミカメ（B）と加害されたクスノキの葉（A, C‒D）．A, 鳴門市鳴門町高島（ウチノ海総合公園）；B, 成虫（ウチノ
海総合公園）；C, 鳴門市大麻町（阿波神社）；D, 小松島市松島町（しおかぜ公園）．赤い矢印は吸汁痕が生じた葉．



山田量崇

― 12 ―

まちであり，地理的な方向性をもって被害の程度が増大
したり軽減したりするわけではなかった．すなわち，侵
入地域と考えられる鳴門市から同心円状に県内に分布を
拡げているというよりは，どちらかというと飛び石的に
移動分散しているように見受けられた．このことは，本
種が飛翔による移動以外に，長島ほか（2016）で示唆さ
れているように，自動車などに付着して人為的に運ばれ
ている可能性が考えられる．
　2015年以降の国内における本種の発生状況と比較し
て，徳島県内のいずれの確認地点でも，被害状況として
は想定していたよりはるかに軽微であり，とくに驚い
たのは成虫がほとんど確認されなかったことであった．

2015年から 2016年にかけては，新たに侵入したどの地
域でも，とりわけ 9月から 11月にかけての秋季に大発
生する傾向がある（長島ほか，2016など）．2018年にお
いても関東のある場所では，1本のクスノキから数百個
体が得られるという大発生が見られたようである（長
島，私信）．今回，過去の生態的知見を参考にして，本
種の発生のピークと考えられる 10月から 11月にかけて
徳島県内の分布調査を実施したものの，ほとんどの地点
で吸汁痕のみの確認に留まった．岡本（2018）によると，
本種の年間世代数は 4～ 5世代で，5月下旬に第 1世
代，7月に第 2世代，8月中旬に第 3世代，9月下旬に
第 4世代，11月に第 5世代が出現すると示唆されている．

市町村 町・字 地　名
調査日

8月16日 8月31日 9月3日 10月21日 10月30日 11月7日 11月26日
1 鳴門市 鳴門町高島 ウチノ海総合公園 ▲ ●

2 鳴門市 鳴門町高島 鳴門教育大学 ▲ ▲

3 鳴門市 撫養町 大塚スポーツパーク × ×

4 鳴門市 大麻町池谷 阿波神社 ●

5 鳴門市 大麻町桧 ドイツ村公園 ▲

6 松茂町 向喜来 × ▲

7 松茂町 中喜来 松茂町総合体育館 ▲

8 北島町 太郎八須 北島北公園 ×

9 北島町 中村中内 北島町民体育センター ▲

10 板野町 吹田 板野東小学校 ▲

11 板野町 犬伏東谷 歴史文化公園 ×

12 板野町 羅漢 地蔵寺 ▲

13 上板町 神宅 上板 SA（下り） ▲

14 上板町 神宅 上板 SA（上り） ▲

15 徳島市 城南町 城南高校 ●

16 徳島市 八万町向寺山 文化の森総合公園 × × × ▲ ▲ ▲

17 徳島市 国府町竜王 竜王公園 ▲

18 石井町 石井城之内 前山公園 ▲

19 小松島市 松島町外開 しおかぜ公園 ▲

20 小松島市 立江町赤石 小松島市立体育館 ▲

21 阿波市 阿波町桜ノ岡 阿波 PA（下り） ▲

22 吉野川市 川島町 川島城 ×

23 美馬市 美馬町 四国三郎の郷 ▲

24 つるぎ町 貞光 貞光工業高校 ▲

25 東みよし町 中庄 三庄小学校 ×

26 東みよし町 加茂 加茂の大クス ▲

27 三好市 池田町サラダ 阿波池田駅 ×

28 阿南市 羽ノ浦町岩脇 天神社 ▲

29 阿南市 那賀川町苅屋 阿南市立那賀川図書館 ▲

表 2．徳島県におけるクスベニヒラタカスミカメの発生状況（2018年 11月末まで）．●：成虫，▲：吸汁痕のみ，×：調査したが未確認．
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徳島県内では 10～ 11月に成虫がほとんど見られなかっ
たことから，7月から 8月に発生と分散が行われたのか
もしれない．すなわち，徳島県へは春季に淡路島から侵
入し，それらの侵入個体かその次世代によって発生と分
散を繰り返しながら分布域を拡大していったと考えられ
る．
　いずれにせよ，徳島県あるいは四国においては，ごく
最近侵入した初期の段階にあるといえ，とくに侵入地域
からの移動分散は，例にもれず短期間のうちに急速なス
ピードでなされたに違いない．
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